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市
民
憲
章
と
は
…
　

　
市
民
憲
章
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
主

体
的
か
つ
実
践
的
に
「
理
想
的
な
ま
ち
づ

く
り
」
に
参
加
す
る
た
め
の
行
動
規
範
で

あ
り
、
ま
た
、
市
民
生
活
の
規
範
と
な
る

も
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
的
な
基

本
指
針
と
し
て
、
総
合
計
画
な
ど
の
各
種
計

画
の
策
定
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
新
「
光
市
」
誕
生
１
周
年
を

記
念
し
て
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
愛

さ
れ
、
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
「
市
の

木
・
市
の
花
」
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。
市

の
木
に
は
４
７
８
人
か
ら
27
種
、
市
の
花

に
は
４
８
２
人
か
ら
31
種
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
市
民
10
人
で
構
成
す
る

「
市
の
木
・
市
の
花
選
考
委
員
会
」
の
協
議

を
経
て
、
市
の
木
は
『
ク
ロ
マ
ツ
』
、
市
の

花
は
『
ウ
メ
』
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
『
ク
ロ
マ
ツ
』
は
、
「
日
本
の
白
砂
青

松
１
０
０
選
や
日
本
の
名
松
１
０
０
選
な
ど

に
選
定
さ
れ
た
室
積
・
虹
ヶ
浜
両
海
岸
を
代

表
す
る
も
の
で
、
光
市
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
致

し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
長
年
、
多
く
の
先

人
か
ら
、
引
き
継
が
れ
て
き
た
親
し
み
の
あ

る
も
の
で
あ
り
、
後
世
に
引
き
継
ぐ
べ
き
市

民
共
有
の
大
切
な
財
産
で
あ
る
こ
と
。
」

　
『
ウ
メ
』
は
、
「
光
市
の
持
つ
、
さ
ん

さ
ん
と
降
り
注
ぐ
陽
光
の
下
、
白
砂
青
松
を

は
じ
め
豊
か
な
自
然
を
有
す
る
明
る
い
ま
ち

の
イ
メ
ー
ジ
。
ま
た
気
候
風
土
に
順
応
し
た

植
物
で
、
生
活
に
密
着
し
、
比
較
的
栽
培
が

容
易
、
開
花
期
が
長
く
、
香
り
・
花
・
実
・

木
と
多
様
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら

に
、
初
春
の
名
所
と
な
っ
た
冠
山
総
合
公
園

梅
の
里
の
梅
ま
つ
り
や
、
公
園
整
備
に
よ
る

波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
。
」
な
ど
か
ら
選

ば
れ
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
「
ク
ロ
マ
ツ
」
、
「
ウ
メ
」
に

応
募
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
抽
選
で
次
の

方
々
に
記
念
品
を
進
呈
し
ま
し
た
。
多
数
の

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
「
市
の
木
、
市
の
花
」
の
制

定
を
機
に
、
今
後
、
さ
ら
に
花
と
緑
の
あ
ふ

れ
る
ま
ち
、
快
適
で
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

【
応
募
受
賞
者
】
（
敬
称
略
）

市
の
木
…
岩
　
賢
吉
、
沖
田
道
世
、
小
澤

良
太
、
菊
次
瑞
規
、
澤
村
庸
、
末
岡
美
由

紀
、
杉
岡
啓
司
、
農
坂
久
、
原
田
慶
子
、

山
根
江
利
子

市
の
花
…
石
井
記
子
、
板
村
修
、
柏
木
望

輝
、
河
埜
智
子
、
葛
原
純
也
、
小
林
佳

人
、
澤
村
秀
子
、
末
岡
英
樹
、
南
亮
平
、

山
下
恵
理
子

新
「
光
市
民
憲
章
」
の
内
容

　
市
民
憲
章
は
、
「
前
文
」
と
「
本
文
」

か
ら
な
り
、
「
前
文
」
は
、
市
民
の
ふ
る

さ
と
光
市
へ
の
想
い
や
行
動
指
針
と
し
て

の
市
民
憲
章
に
寄
せ
る
想
い
な
ど
を
表

し
、
「
本
文
」
は
、
５
つ
の
条
文
に
よ
り

市
民
の
実
践
項
目
を
表
し
て
い
ま
す
。

★
第
１
項
目
　
自
然
敬
愛
、
自
然
愛
護
、

環
境
美
化
な
ど
に
関
す
る
条
文

★
第
２
項
目
　
心
身
の
健
康
、
ス
ポ
ー

ツ
、
文
化
、
若
い
力
、
生
涯
学
習
な
ど
に

関
す
る
条
文

★
第
３
項
目
　
福
祉
、
健
康
、
交
流
、
助

け
合
い
、
ふ
れ
あ
い
な
ど
に
関
す
る
条
文

★
第
４
項
目
　
働
く
喜
び
、
社
会
活
動
へ

の
参
加
、
ま
ち
の
活
気
や
発
展
な
ど
に
関

す
る
条
文

★
第
５
項
目
　
人
権
尊
重
、
安
全
・
安

心
、
信
頼
と
敬
愛
、
や
さ
し
さ
、
思
い
や

り
な
ど
に
関
す
る
条
文

市
民
一
人
ひ
と
り
の
行
動
指
針

市の花　ウメ 市の木　クロマツ

弘中晶子弘中晶子弘中晶子弘中晶子弘中晶子さん（岩田小学校6年）
　すばらしい自然に囲まれた私たちのまち光
市。この美しい環境を、私はいつまでも残し
ていきたいと思います。
　そのためには、私たち一人ひとりが、まち
にごみを捨てないこと、小さな花も大切にす
ることを心がけ、ふるさとの自然を守ってい
きたいと思います。

川部　純川部　純川部　純川部　純川部　純さん（室積小学校6年）
　ぼくの夢は、科学者になることです。その
ためには、たくさんのことを学ばなければな
りません。また、一つのことを追求し続け、
新しいものを生み出すには、強い体をつく
り、強い心をつくることが大切です。
　これからも、夢の実現に向かってがんばっ
ていきます。

新山美帆新山美帆新山美帆新山美帆新山美帆さん（浅江小学校6年）
　困っている人を見かけたら、いつでも助け
てあげましょう。今まで以上に明るい挨拶を
しましょう。家庭や周りの人とのふれあいや
対話を広げましょう。「ありがとう」という
感謝の言葉が自然に生まれるまちが私の理想
です。すてきなまち光市になるように、私は
努めていきたいと思っています。

藤中隆広藤中隆広藤中隆広藤中隆広藤中隆広さん（大和中学校2年）
　人と人との心のつながりや、光市にしかな
い「もの」を大切にしていくこと、そして夢
を持って生きていくことが、賑わいと活力み
なぎるまちづくりにつながっていくのではな
いでしょうか。
　私は、そのようなまちづくりに貢献できる
人間になりたいと思います。

中野千亜子中野千亜子中野千亜子中野千亜子中野千亜子さん（浅江中学校3年）
　幸せをみんなと分かち合うために、私たち
に必要なものは、一人ひとりが社会のルール
を守ることです。ルールというと堅苦しいよ
うですが、その根本にあるものは、お互いの
心、人権を尊ぶやさしさです。このすばらし
いふるさと光市がいつまでも笑顔で光り輝い
ているようなまちにしていきましょう。

小・中学生5人の 　
市
は
、
10
月
２
日
に
新
「
光
市
」
に
お
け
る
新
『
光
市
民
憲
章
』
を
制
定
し
、

同
日
開
催
の
新
「
光
市
」
誕
生
１
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
、
小
・
中
学
生
代
表

５
人
に
よ
る
「
未
来
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
に
あ
わ
せ
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

実
践
活
動
に
努
め
ま
し
ょ
う

　
明
る
く
住
み
よ
い
理
想
の
ま
ち
の
実
現

に
は
、
小
・
中
学
校
の
行
事
や
各
種
会
議

の
開
催
時
な
ど
で
の
唱
和
運
動
を
は
じ

め
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
日
常
生
活
の
中

で
、
こ
の
市
民
憲
章
に
基
づ
き
な
が
ら
、

具
体
的
な
実
践
活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
今
後
、
市
で
は
、
こ
う
し
た
市
民
憲
章

の
普
及
・
啓
発
を
進
め
て
い
く
た
め
、
ポ

ス
タ
ー
や
カ
ー
ド
、
チ
ラ
シ
な
ど
を
作
成

し
、
学
校
や
公
民
館
な
ど
の
関
係
機
関
に

配
布
す
る
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
市
民
憲

章
の
幅
広
い
実
践
活
動
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
、
小
・
中
学
生
な
ど
の
児
童
・
生

徒
に
対
す
る
「
指
導
の
手
引
き
」
の
作
成

や
、
市
民
に
対
す
る
具
体
的
な
推
進
に
向

け
た
啓
発
用
資
料
な
ど
を
作
成
・
配
布
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
　
生
涯
学
習
課
０
８
３
３(

７

４)

３
６
０
４

▲市民憲章の発表では、末永彰彦さん
（光丘高3年）と古川香奈さん（聖光
高3年）の2人が進行役を務めました。

（要約）
未来に向けてのメッセージ未来に向けてのメッセージ新

市
の
　
と
　
が
決
定 

花 花 

木 木 

新
「
光
市
民
憲
章
」
を
制
定

新
「
光
市
民
憲
章
」
を
制
定

光 市 民 憲 章 


